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Ⅰ．はじめに 

 教育の情報化の推進に伴い、教員の ICT 活用指導力

の向上が求められている。例えば、日本再興戦略 2016

（内閣府 2016）では、IT 等を活用した教員の授業力を

更に向上させるための取り組みの強化や、子供が利用

する端末の「1 人 1 台体制」や安定した無線 LAN 環境

の構築が必要だとしている。また、新学習指導要領（文

部科学省 2017a）では、全ての学習の基盤として、「情

報活用能力」が位置づけられた。そして全ての教科等

においてそれぞれの特質に応じ，情報技術を適切に活

用した学習活動の充実を図ることが求められている。

さらに、教職課程コアカリキュラム（文部科学省 2017b）

でも「教科の指導法」に括弧づけで「情報機器及び教

材の活用を含む）」が明示されている。これらに対して、

小柳（2018）は『教員に対して、ICT 活用力だけでな

く、ICT 活用指導力、とくに子どもに学習の基盤とし

ての「情報活用能力」を、教科内容と関連づけながら

指導していく「ICT 活用教科等指導力」が求められて

いる』と述べている。 

 一方、教科における ICT 活用指導力を考えるために

は、ICT 活用のみならず、教科内容や指導方法につい

ても考えなければならない。このような考え方に基づ

いた効果的なテクノロジー活用のために教員に必要と

なる知識の枠組みとして TPACK （ Technological 

Pedagogical Content Knowledge ）（ MISAHRA and 

KOEHLE 2006）がある．これは，ICT を活用して学び

の深まりを意識した学習等にも対応していくために，

教育に関する知識（Pedagogical Knowledge : PK），内容

に関する知識（Content Knowledge : CK），技術に関す

る知識（Technological Knowledge : TK）が求められ，さ

らに 3 つの知識の重なりから生じてくる専門知識を身

に付ける必要性を示している（小柳 2016）．しかしな

がら、TPACK の考え方に基づいた ICT 活用指導力に

関する研究は少ない。 

 本研究では、ICT 活用の授業実践事例を分類し、現

在の授業における ICT 活用の特徴をつかむことを目指

す。これまで行われている ICT 活用実践事例を分析し

た研究としては、星野ら（2017）が、「効果的な ICT 活

用検討チーム」が収集した ICT の活用実践事例 51 件

を対象としたものがある。星野ら（2017）は、対象と

する実践事例からは個別の事例はよくわかるが、学習

活動やコンピュータで使われた機能など、どのような

タイプの実践が行われていたか、といった全体を通し

ての特徴は分析できていないとし、コンピュータの利

用者、学習形態、コンピュータの台数、学習活動、コ

ンピュータで使った機能という分類項目で分析をして

いる。その結果、「情報収集」にかかわる学習活動にお

いて最も ICT が活用されていることや、学習形態とし

ては個別が多いことを示している。しかし、この分類

では、ICT の活用方法についてはわかるが、教科内容

や指導方法と結び付けた ICT 活用の特徴はわからない。
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そこで本研究では、ICT 活用場面の内容を見るために、

どのような資質・能力を育成するために使われている

のか、どのような目的で ICT が活用されているかとい

う観点から分析し、特徴を明らかにすることを目的と

する。 

 

Ⅱ．研究の方法 

 本研究では以下のような観点と手順で ICT 活用実践

事例を分析した。 

1．分析の対象 

 分析の対象とした実践事例は表 1 の通りである。全

部で 12 冊分、287 件の授業事例であった。この 287 件

の実践事例の校種・学年ごとに分けた結果は表 2 の通

りである。ただし、複数の学年が一緒に授業をしてい

る場合は、それぞれでカウントしている。また、今回

の分類では、特別支援については除いた。また、実践

事例を教科ごとに分けた結果は表 3 の通りである。 

 

2．分類の観点と手順 

 本研究では、「学習者の行動」「育成すべき資質・能

力」「ICT活用の目的」の3つの観点から分析を行った。

なお、表 4 に示す保健体育の事例（日本視聴覚協会 

2012）を例にとり、分析の手順を説明する。 

（1）学習者の行動 

 まず、学習者が ICT を使ってどのような「行動」を

しているかを事例ごとに分けていった。1 事例（授業）

の中に 2 つ以上の ICT 活用場面がある場合は、場面ご

とに ICT 活用を分類した。 

 例えば、表 4 の事例の中で ICT を使っている場面は、

「導入」の①「映像を見ながら胴打ちの仕方について学

ぶ」と「展開」の②「タイムシフト機能を使って、映

像で自分の姿を振り返りながら練習をする」である。

①と②で ICT を使用しているときの学習者の「行動」

は、それぞれ①「映像を見て、今からやることを確認

する」、②「自分のフォームを振り返る」となる。 

 
 

表 1 分析対象の実践事例 

出典 タイトル 年 事例数 
茨城県教育研修センター 授業における ICT の活用実践事例集 2011 6 
福岡県教育センター 今日からできる！ICT 機器を活用した授業づくり 2011 18 
日本視聴覚教育協会 教育 ICT 活用事例集 2012 48 
熊本県教育委員会 映像でわかる！授業での ICT 活用 2012 74 
島根県教育センター ICT 活用実践例～教室で ICT を使おう！～ 2012 13 
大阪市教育センター ICT 活用実践事例集 2012 50 
愛知県総合教育センター ICT の授業活用に関する研究 2014 13 
東京都教育委員会 平成 27 年度 ICT 活用推進校実践事例集 2015 12 
北海道日高管内高等学校 ICT 活用教育促進事業 2016 11 
千葉県総合教育センター 使ってみよう ICT 2016 19 
鹿児島県出水市大川内小学校 ICT 教育・電子黒板の活用 2016 9 
岡山県福武教育文化振興財団 おかやま ICT 活用実践事例集 2017 14 

表 2 分析対象の校種・学年別の実践事例数 

小学校 
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 不明 合計 

3 7 9 20 42 32 20 133 

中学校 
1 年 2 年 3 年 不明 合計 

27 25 21 7 80 

高等学校 19 21 20 15 75 

 

表 3 分析対象の教科別の実践事例数 

理科 58 

算数・数学 55 

社会・地理歴史・公民 32 

国語 31 

外国語活動・外国語 24 

技術・家庭 15 

音楽 14 

道徳 11 

体育・保健体育 10 

図画工作・美術 9 

特別活動 8 

情報 7 

生活・総合 6 

その他 7 

表 4 ICT 活用授業実践の例 

日本視聴覚協会(2012) P43 中学校 3 年 保健体育 武術の例 

【導入】 

場面①：映像を見ながら胴打ちの仕方について学ぶ。 

使用した ICT：デジタルテレビ・動画 

【展開】 

場面②：タイムシフト機能を使って、映像で自分の姿を振

をする。(ペア活動) 

使用した ICT：デジタルビデオカメラ・録画再生装置 

【まとめ】 

活動の様子を振り返る。 
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（2）育成すべき資質・能力 

 次に、上記の「行動」ごとに分けた ICT 活用の場面

において、どのような資質・能力を育成しようとした

ものなのかで分類した。すなわち、何を理解している

か・何ができるかという「知識・技能」、理解している

こと・できることをどう使うかという「思考力・判断

力・表現力」、どのように社会・世界と関わり、よりよ

い生活を送るかという「学びに向かう態度」のいずれ

に当てはまるかを検討した。この際、文部科学省（2016a）

の各教科において育成を目指す資質・能力の整理を参

考にした。 

 例えば、表 4 の事例では、①は図 1 の「体育科、保

健体育科において育成を目指す資質・能力の整理＜中

学校＞」（文部科学省 2016a）を参考にすると、「個別

の知識・技能」の中の「運動の特性に応じた行い方や

運動の一般原則などの知識」に該当するため、「知識・

技能」となる。②は、「思考力・判断力・表現力等」の

「自己の課題に応じた運動の行い方の改善すべきポイ

ントを見つける力」に該当するため、「思考力・判断力・

表現力」とした。 

（3）ICT 活用の目的 

 最後に ICT 活用の目的で分類した。ICT 活用の目的

とは、授業を設計する際に、どのような目的で ICT を

活用したかというものである。ここでは筆者が TPACK

を参考に、ICT 活用した授業設計の枠組みとして提案

を試みているもの（梅田 2018）を用いた（図 2 左）。

具体的には「主に ICT 活用が教科内容を深めるために

使われている」か、「主に指導方法や学び方を効果的に

するために使われている」か、もしくは「情報活用能

力の育成のために使われているか」で分けた。情報活

用能力は、文部科学省（2016b）の「各教科等における

情報活用能力の育成 改善・充実のイメージ」を参考

に分類した。なお、情報活用能力が図 2 のどこに位置

するかは今後の検討課題である。 

表 4 の例では、①「映像を見ながら胴打ちの仕方に

ついて学ぶ」というのは、剣道の技を習得させるため

に ICT を使っているので、教科の内容をさらに深める

ための ICT の使い方であるといえる。そのため①は「主

に教科内容を深めるための ICT 活用」となる。一方②

「映像で自分の姿を振り返りながら練習をする」という

のは、映像から自分の課題を見つけ、解決していくた

めに ICT を使っているので、「体育 保健体育における

情報活用能力の育成 改善・充実のイメージ」（図 3）

の「必要な情報を基に、生涯を通じた運動やスポーツ

 
図 2 ICT を活用した授業設計のための枠組み（提案）（梅田 2018 図 1 を転載） 

図 1 体育科、保健体育課において育成を目指す資質・能

力の整理（文部科学省 2016a より抜粋） 
図 3 体育科、保健体育科における情報活用能力の育成 改

善・充実のイメージ（文部科学省 2016b より抜粋） 
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との関わり方を見付けていくために必要な力や、仲間

と協力して課題を解決していくために必要な力などを

育成すること」に該当するため、「情報活用能力」と分

類した。なお、表 4 の例にはないが、例えば、振り返

りを ICT を活用して保存し、自分の学び方の経過を見

ていく場合は、教科内容よりも学び方の方に重点があ

ると考え「主に指導方法や学び方を効果的にするため

の ICT 活用」と分類する。 

Ⅲ．結果と考察 

 2 章の手順に従って分析した結果を以下に示す。 

1．分析対象の概要 

 287 件の事例を ICT 活用の学習者の行動で分けた結

果、464 の ICT 活用場面が得られた。1 事例当たり 1.6

回の ICT 活用が見られることになる。また、学習者の

行動としては、図 4 のような 35 種類が得られた。最も

多かったのは「確かめる」87 件（18.8%）、次に「発表

する」76 件（16.4%）、「話し合う」40 件（8.6%）であ

った。 

 

2．観点別に見た分類の結果 

（1）育成すべき資質・能力による分類の結果 

 「知識・技能」が 166 件（35.8%）、「思考力・判断力・

表現力」が 221 件（47.6%）、「学びに向かう態度」が 77

件（16.6%）となった（表 5）。つまり、「理解している

こと・できることをどう使うか」という場面において

約半数近く ICT 活用がされていることがわかる。 

 それぞれの資質・能力ごとの学習者の行動を見ると

（図 4）、「知識・技能」で最も多いのは「確かめる」65

件（14%）であり、「振り返る」14 件（3.0%）、「理解す

る」12 件（2.6%）と続く。「思考力・判断力・表現力」

で最も多い行動は、「発表する」65 件（14%）であり、

「話し合う」29 件（6.3%）、「説明する」22 件（4.7%）

と続く。「学びに向かう態度」では、「発表する」11 件

（2.4%）が最も多く、次が「確かめる」「話し合う」が

9 件（1.9%）であった。このことから、「知識・技能」

では、「確かめる」という使い方が突出して多く、「思

考力・判断力・表現力」では発表したり、話し合った

り、説明したりと外化する手段として活用されている

ことがわかる。 

（2）ICT 活用の目的による分類の結果 

 「主に教科内容を深めるための ICT 活用」が 98 件

（21.1%）、「情報活用能力」が 249 件（53.7%）、「主に指

導方法や学び方を効果的にするための ICT活用」が117

件（25.2%）であった（表 5）。このことより「情報活

用能力」の育成のために最も多く使われていることが

多いことがわかる。ただし、情報活用能力には、特に

学び方を効果的にするための ICT 活用も含まれている

と考えられる。上述したが、情報活用能力の扱いにつ

いては再度検討を行いたい。 

 ICT 活用の目的ごとの学習者の行動を見ると、「主に

教科内容を深めるための ICT 活用」では、「確かめる」

51 件（11.0%）が最も多く、次に「振り返る」12 件（2.6%）、

「理解する」10 件（2.2%）となる。「情報活用能力」で

は、「話し合う」31 件（6.7%）、「確かめる」25 件（5.4%）、

図 4 事例で見られた「行動」（Ｘ軸）と資質・能力による分類の結果 
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表 5 観点ごとに分類した ICT 活用場面数 

  教科内容を 
深めるために 

情報活

用能力 
指導方法や学び方を 
効果的にするために 

合計 

知識・ 
技能 

76 74 16 166 

16.4% 15.9% 3.4% 35.8% 
思考力・

判断力・

表現力 

17 121 83 221 

3.7% 26.1% 17.9% 47.6% 

学 び に

向 か う

態度 

5 54 18 77 

1.1% 11.6% 3.9% 16.6% 

合計 
98 249 117 464 

21.1% 53.7% 25.2% 100% 

 

(件) 
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「発表する」24 件（5.2%）となる。「主に指導方法や学

び方を効果的にするための ICT 活用」では、「発表す

る」52 件（11.2%）、「説明する」16 件（3.4%）、「確か

める」11 件（2.4%）と続く。このことから、教科内容

を深めるための使い方として確かめたり、振り返った

りする使い方が多く、教え方や学び方を効果的にする

ための使い方としては発表したり、説明したりする使

い方が多いことがわかる。 

（3）資質・能力と ICT 活用の目的からみた分類の結果 

 資質能力と ICT 活用の目的をクロス集計すると、「情

報活用能力」を育成するために「理解していること・

できることをどう使うか」に ICTを活用することが121

件（26.1%）と最も多いことがわかる（表 5）。これは

情報活用能力の体系表例（文部科学省 2017c）に照ら

し合わせると、問題解決・探究における情報を活用す

る力の育成に使われていることがわかる。その行動と

して「話し合う」21件（4.5%）、「発表する」20件（4.3%）、

「比較する」12件（2.6%）、「資料を作成する」10件（2.2%）

となっており、問題解決の過程の特に情報の整理・分

析、まとめ・表現で使われているのではないかと推測

される。 

 

3．考察 

 以上の結果から、「知識・理解（何を理解しているか・

何ができるか）」では確かめたり、振り返ったりと、こ

れから行うことや学習のポイントを確認したり、わか

ったことをノートにまとめたりすることが多いと推測

される。これは「主に教科内容を深めるための ICT 活

用」でも似たような結果になっている。学習内容を深

めるためには、比較したり、調べたり、編集したり、

図形を作成したり、という方法も考えられるが、確か

めるや振り返るに比べると少ないといえる。「確かめる」

の中には学習者が「念入りに見る」も含まれるが、教

師が「見せる」場合が多いと考えらえる。学習者が教

科内容を深めるためには、学習者が活用し内容を深め

る使い方が求められるのではないかと考えられる（文

部科学省 2017d）。 

一方、「思考力・判断力・表現力（理解していること・

できることをどう使うか）」の育成を目指した場面では、

発表したり、話し合ったり、説明したりと外化する手

段を支援するものとして ICT が活用されていることが

多いことが分かった。また、「情報活用能力」を育成す

るためにも多く使われており、問題解決の過程、特に

情報の整理・分析、まとめ・表現で使われていること

が示唆された。これは、外化するための視覚資料とし

ての位置づけが大きいのではないかと推測される。星

野ら（2017）の研究では、新学習指導要領で求められ

る資質・能力等を育成するために効果的だと考える

ICT 活用の実践事例を分析しており、その中では「情

報の収集」が多く、課題の設定や、情報の収集の場面

において、予想したり調べたりすることが想定してい

たより少なかった。 

ICT を授業で活用する場合に，それらが従来の指導

方法や学習方略にどのような影響を与えるかを示す尺

度として，SAMR モデル（Ruben 2011）がある（図 2

右）。ICT を活用する場合、代替ではなく拡大以上が望

ましいと考えられるが（三井 2016, 梅田 2018）、上記

の使い方は、まだ代替や拡大といった使い方が多いと

思われる。今後は、発表する際に視覚資料として ICT

を活用するだけではなく、発表自体を遠隔地と行った

り、発表資料を共有し新しいアイディアを創出したり、

再利用したり、などさらに進んだ利用の仕方が望まれ

るのではないかと考える。 

 

Ⅳ．おわりに 

 本研究では、ICT 活用の授業実践事例を分類し、教

科内容や指導方法・学び方と併せた ICT 活用の特徴を

つかむことを目指した。その結果、特定の資質・能力

に関わらず、また、学習内容を深めるためだけではな

く、情報活用力の育成や、学び方・教え方を効果的に

使うために、と様々な使い方がなされていることがわ

かった。一方、その使い方の範囲は、従来のツールの

代用、もしくは、それに新しい機能を強化した拡大的

な使い方にとどまっていることが多く、実践の再設計

をする使い方には至っていないと推測される。 

 今後の課題として、次の二つが挙げられる。まずは、

情報活用能力の扱いである。今回は、ICT 活用の目的

の方に含めたが、情報活用能力の体系化が行われつつ

あり、資質・能力の関係が整理されつつある（文部科

学省 2017c）。その観点から考えると、資質・能力の一

部として分類することも考えられる。次に、行動を全

て学習者基準で表したが、教師が活用するのか、学習

者が活用するかを分けることによって、さらに分析が

明確になると考えられる。 

 今後はこれらを改善し、再分析を行っていきたい。 

 

付 記 

 この論文は、守田夏季「2017 年度卒業研究報告書 

学習者の変容および行動を軸とした ICT 活用事例の分

類」を再分析・再構成したものである。 
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